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【手続補正書】
【提出日】平成28年2月17日(2016.2.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　区域内の人の存在を監視する装置であって、前記区域が少なくとも２つの副区域に分割
され、これら少なくとも２つの副区域の各々に対して、対応する副区域の境界に関して観
察区域の少なくとも１つの検出ラインが定められ、該検出ラインは対応する副区域の侵入
及び／若しくは退出を印し、当該装置が、移動する人が対応する副区域に侵入し若しくは
該副区域を退出するかを該対応する副区域の前記少なくとも１つの検出ラインを使用する
ことにより検出し、並びに／又は前記移動する人が前記対応する副区域に侵入すると若し
くは該副区域を退出すると予測されるかを該対応する副区域の前記少なくとも１つの検出
ラインを使用することにより検出するための検出ステップを実行し、当該装置は、さらに
、前記少なくとも１つの検出ラインの分解能をそれぞれ増加する及び減少することにより
、並びに／又は当該装置の前記観察区域をより小さな及びより大きなセグメントにそれぞ
れ分割することにより、高い空間分解能と低い空間分解能とを切り換える装置。
【請求項２】
　前記人が前記対応する副区域に向かって又は該副区域内へと移動することにより該対応
する副区域の前記少なくとも１つの検出ラインを横切る際に、該人を該対応する副区域に
侵入するとして検出するステップと；
　前記人が前記対応する副区域外へ又は該副区域から離れる方向に移動することにより該
対応する副区域の前記少なくとも１つの検出ラインを横切る際に、該人を該対応する副区
域を退出するとして検出するステップと；
　前記人が前記対応する副区域に向かって移動することにより該対応する副区域の前記少
なくとも１つの検出ラインに向かって移動すると計算された場合に、該人を該対応する副
区域に侵入することが予測されるとして検出するステップと；
　前記人が前記対応する副区域の出口に向かって移動することにより該対応する副区域の
前記少なくとも１つの検出ラインに向かって移動すると計算された場合に、該人を該対応
する副区域を退出することが予測されるとして検出するステップと；
　前記人が前記区域に侵入しているか又は該区域を退出しているかを決定するステップと
；
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　前記人が前記区域に侵入すると予測されるか又は該区域を退出すると予測されるかを決
定するステップと；
　前記人が１つの副区域から他の副区域へ移動しているかを決定するステップと；
　前記人が１つの副区域から他の副区域へ移動することが予測されるかを決定するステッ
プと、
のうちの少なくとも１つを実行する、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記検出ステップを：
　前記区域と前記少なくとも２つの副区域との間の一群の方向関係と；
　前記区域及び／若しくは前記少なくとも２つの副区域に対する一群の侵入並びに／又は
退出条件と、
のうちの少なくとも１つを使用することにより実行する、請求項１又は請求項２に記載の
装置。
【請求項４】
　前記一群の方向関係のうちの少なくとも１つの方向関係が：前記区域における対応する
副区域の位置と；前記区域における対応する副区域につながる少なくとも１つの経路との
うちの少なくとも１つを指定し、
　前記侵入及び／又は退出条件のうちの少なくとも１つが、前記領域の及び／若しくは前
記対応する副区域の少なくとも１つの入口並びに／又は少なくとも１つの出口を指定する
、
請求項３に記載の装置。
【請求項５】
　前記検出ステップを前記人の移動軌跡を計算することにより実行する、請求項１ないし
４の何れか一項に記載の装置。
【請求項６】
　前記検出ステップを、１つの検出ラインの横断と、対応する副区域に侵入するための他
の検出ラインの更なる横断との間の時間間隔を測定すると共に、前記人が向かって移動し
ている目標副区域を計算するために該測定された時間間隔を使用することにより実行する
、請求項１ないし５の何れか一項に記載の装置。
【請求項７】
　当該装置が該装置の前記観察区域内の人の存在を監視する、請求項１ないし６の何れか
一項に記載の装置。
【請求項８】
　前記少なくとも１つの検出ラインが、前記観察区域の境界に対して定められ、
　前記一群の方向関係が、前記観察区域に対して指定され、
　前記少なくとも１つの経路が前記観察区域に含まれ、
　前記一群の方向関係が、前記観察区域において前記対応する副区域の位置への方向を指
定する少なくとも１つの方向関係を有し、
　前記一群の侵入及び／若しくは退出条件が、前記観察区域に対して指定され、並びに／
又は
　前記移動軌跡が、前記観察区域において計算される、
請求項７に記載の装置。
【請求項９】
　前記観察区域が格子として構成される、請求項７又は請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　前記装置は、高い空間分解能と低い空間分解能との間の切り換えのため、
　前記観察区域の格子を、該格子に現在使用されているセグメントよりも小さなセグメン
トに該格子を分割する、及び／若しくは該格子に現在使用されているセグメントよりも大
きなセグメントに該格子を分割することにより再計算する；
　前記検出ラインを少なくとも２つの新たな検出ラインに分割し、該少なくとも２つの新
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たな検出ラインを検出目的のために高い空間分解能で使用する；並びに／又は
　少なくとも２つの検出ラインを１つの検出ラインへと結合し、該１つの検出ラインを検
出目的のために低い空間分解能で使用する、
請求項９に記載の装置。
【請求項１１】
　前記検出ステップを実行する方向移動センサを有し、該方向移動センサが超低分解能撮
像センサであり、該超低分解能撮像センサが赤外線センサ及び／又はカメラ型センサであ
る、請求項１ないし１０の何れか一項に記載の装置。
【請求項１２】
　区域内の人の存在を監視する方法であって、前記区域が少なくとも２つの副区域に分割
され、これら少なくとも２つの副区域の各々に対して、対応する副区域の境界に関して観
察区域の少なくとも１つの検出ラインが定められ、該検出ラインは対応する副区域の侵入
及び／又は退出を印し、当該方法が、移動する人が対応する副区域に侵入し若しくは該副
区域を退出するかを該対応する副区域の前記少なくとも１つの検出ラインを使用すること
により検出する、及び／又は前記移動する人が前記対応する副区域に侵入すると若しくは
該副区域を退出すると予測されるかを該対応する副区域の前記少なくとも１つの検出ライ
ンを使用することにより検出するステップを有し、さらに、空間分解能は、前記少なくと
も１つの検出ラインの分解能をそれぞれ増加する及び減少することにより、並びに／又は
前記観察区域をより小さな及びより大きなセグメントにそれぞれ分割することにより、高
い空間分解能と低い空間分解能とを切り替え可能である、方法。
【請求項１３】
　請求項１ないし１１の何れか一項に記載の区域内の人の存在を監視する装置を有するシ
ステム。
【請求項１４】
　前記区域内の人の数、及び／又は前記少なくとも２つの副区域における少なくとも１つ
の副区域内の人の数を計数するステップと；
　前記区域の及び／又は前記少なくとも２つの副区域における少なくとも１つの副区域の
利用状態を計算するステップと；
　或る期間にわたる前記区域の及び／又は前記少なくとも２つの副区域における少なくと
も１つの副区域の利用度の変化を監視するステップと；
　前記区域内の人の数及び／又は前記少なくとも２つの副区域における少なくとも１つの
副区域内の人の数、並びに前記区域の及び／又は前記少なくとも２つの副区域における少
なくとも１つの副区域の利用状態のうちの少なくとも１つを、現在の検出結果を使用する
ことにより訂正するステップと；
のうちの少なくとも１つを実行することにより前記区域内の及び／若しくは前記副区域内
の人の存在に関する情報を計算し、並びに／又は
　前記区域内の人の予測される数及び／若しくは前記少なくとも２つの副区域における少
なくとも１つの副区域内の人の予測される数を計算するステップと；
　前記区域の及び／若しくは前記少なくとも２つの副区域における少なくとも１つの副区
域の予測される利用状態を計算するステップと；
　前記区域内の人の予測される数及び／若しくは前記少なくとも２つの副区域における少
なくとも１つの副区域内の人の予測される数、並びに前記区域の及び／若しくは前記少な
くとも２つの副区域における少なくとも１つの副区域の予測される利用状態のうちの少な
くとも１つを、現在の検出結果を使用することにより訂正するステップと；
のうちの少なくとも１つを実行することにより前記区域内の及び／又は前記副区域内の人
の予測される存在に関する情報を計算する、
請求項１３に記載のシステム。
【請求項１５】
　前記区域内の及び／又は前記副区域内の人の存在に関する前記計算された情報を制御装
置に伝送し、該制御装置が、前記区域内に設置された少なくとも１つの被制御装置を、該
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被制御装置の動作を前記区域内の及び／若しくは前記少なくとも２つの副区域内の人の存
在に関して、並びに／又は前記区域内の及び／若しくは前記少なくとも２つの副区域内の
人の計算された予測される存在に関して調整することにより制御する、請求項１３又は請
求項１４に記載のシステム。
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